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はじめに


　方言の研究者でもないのに、僭越にも方言に関する文章を書いてしまったのは、『日本国語大辞典　第２版』（『日国』）で方言欄を担当したことによる。『日国』第２版の「方言欄」は編集委員だった徳川宗賢むねまさ先生に全般をまとめていただき、当時東京女子大学教授だった佐藤亮一先生にご指導いただいたのだが、編集者として方言研究の泰斗お二人から方言の話を直接うかがえたことが、方言に興味を持つきっかけとなった。

　ただ、徳川先生は第２版の完成を待たず、１９９９年に日本語教育学会で滞在中のホテルにて心筋梗塞で急逝なさるという、返す返すも残念な出来事があった。




　その後、第２版が完結した２００１年に佐藤亮一先生と、第２版で用いた方言データの一部を使って、標準語から引ける方言辞典を編纂しようという話が持ち上がった。その際に、付録にはぜひ都道府県別の方言概説を載せたいと提案したところ、佐藤先生には即座にご承認いただけた。徳川先生が生前収集なさっていた方言土産のことを思い出し、それらをこの辞典で紹介したいと考えたからである。方言土産とは方言が書かれた手ぬぐいや、のれん、湯飲みなどのことをいうのだが、幸い徳川先生が収集なさったそれらの品々は、佐藤先生の斡旋で山形県三川町みかわまちに寄贈され、「徳川コレクション」と名付けられていた。その当時三川町は、本書の「①、（１）を何と読むか？」でも少し触れたのだが、「方言の里」を宣言して、１９８７年から毎年「全国方言大会」（２００３年に終了）を開催しており、「徳川コレクション」が保管されるにふさわしい場所だったのである。


　２００３年の夏に、佐藤先生とご一緒して三川町を訪れ、膨大な「徳川コレクション」の中から都道府県別のれんを選び出すということを行った。それらは予定通りその秋に刊行した『標準語引き　日本方言辞典』で紹介することができた。そのときに使ったのれんの写真の一部は、今でも三川町のホームページで見ることができる。それぞれの土地の代表的な方言が書かれたこれら方言土産は、見ていて本当に飽きない。




　方言のことを学ぶにつれ、千葉県の北西部で生まれ育った私も、今まで気づかなかっただけで、方言と深く関わりながら生活していたことを知り、驚いたり感動したりしたことがある。方言とはそんなじわりじわりと心に染み込んでくることばなのではないか。方言の専門家ではなくても、方言のそんな魅力なら書けるのではないか。そんな思いで書いたのが本書である。私なりに感じた方言の面白さを少しでもお伝えできれば幸いである。





二〇一五年一月吉日


神永　曉


狭い路地で「離合」できれば京都人？


　京都に行くといつも思うのだが、車のすれ違いが難しそうな狭い道がとても多い。

　先日もそんな道をタクシーに乗っていたら、前から車がやってきた。お互いにこのまま進んだらすれ違いは難しかろうと見ていたら、タクシーの運転手さんが相手の車に「そこにいてくれれば“リゴウ”できる」と声をかけた。対向車の運転手も何事もなかったかのようにその場で車を停めたので、意味が通じたのであろう。

　リゴウ？　関東人には聞き慣れないことばだが、漢字では「離合」と書くらしい。「離合集散」の「離合」である。意味は、状況から推察できたのだが、どうやら狭い道で車がすれ違うことを言うようだ。ただし、どの辞典を見てもその意味は載っていない。

　東京女子大学の篠崎晃一教授（社会言語学）によると、京都では「離合困難」という看板も立っているそうだ。警察や自動車学校でもごく当たり前に使われる表現らしいが、元来は鉄道用語だというのである。西日本では京都以外、福岡、大分などでもその看板があるという。

　およそ京都弁らしからぬことばであるが、立派な京都弁と言ってもいいのかもしれない。




［この項は「Ｗｅｂ日本語」篠崎教授の「共通語な方言」を参考にしました。］


「“コート”な服」ってどんな服？


　正確には「“コート”なべべ」などと言うのかもしれない。“コート”と言ってももちろんオーバーコートやレインコートのことではない。おもに京都や大阪などの関西地方で、人柄や衣類などが上品だが地味なさまを言うのである。語源は「公道」であるという。

　「公道」といっても国道や府県道などのような、私道に対する公の道の意味ではない。『日本国語大辞典』1（以下、『日国』）によれば、「公道」は古くは「こうとう」と濁らずに発音し、元来は世間一般に通用する道理の意味であったようだ。それが、「礼儀作法のきまりを守ること」（『日葡辞書』2）を言うようになり、さらに「地味で手堅いさま」の意を表わすようになったのだという。そして「こうとう」が「こうと」「こーと」になり、標題のような使われ方をするようになったというわけである。漢語由来のことばが方言にしっかりと残っているということは、けっこうあるらしい。

　「コート」のような意味のことばは共通語には見あたらず、いかにも上方弁らしい語だと言える。地味というニュアンスを含んではいても、決してネガティブなことばではないそうだ。いっとき、京都弁の「はんなり」が広まって、意味をよく理解していない人が訳知り顔に使って、生粋の京都人の失笑を買った（たぶん）ようだが、その点「こーと」は使用範囲の広いことばと考えていいらしい。

　ただし、だからといって「こーとなコートを着てますな」といったような親父ギャグだけは避けたほうがよい。







	

１．国語辞典。初版は昭和47～51年（１９７２～１９７６）刊、全20巻に約45万項目を収録。第２版は平成12～13年（２０００～２００１）刊、全13巻に約50万項目を収録。用例は文学作品・史料・仏典などから幅広く採集され、出典にはその成立年を付する。また、国語・方言・外来語のほか、各分野の専門語や人名・地名なども収め、百科事典としての性質も併せもつ。日国。（『デジタル大辞泉』） ⏎





	

２．一冊。本篇、補遺からなる。イエズス会宣教師数名（氏名未詳）共編。本篇は慶長８年（１６０３）、補遺は翌９年、長崎学林刊。約三万二千八百の日本語を和漢・雅俗などの別なく採集、ポルトガル語で語釈を施し、出典・用法・関連語・位相その他を示し、宣教師らの日本語修得の便を図ったもの。国語史、特に室町時代語研究上もっとも重要な資料の一つとして重用される。（『日本国語大辞典』） ⏎












北信流


　「北信流ほくしんりゅう」などというと剣術の流派のようだが、そうではない。宴席における中締めの儀式のことである。

　「北信」とは北信地方のこと。先日その北信地方の中心部、長野市に行く機会があり、初めて「北信流」という独特な儀式を体験することができた。「北信流」は真田氏松代藩から起こった儀式だという。松代は現在の長野市南部にあたる。




　儀式のくわしい流れは省略するが、宴席が落ち着いたころに参会者の一人から、「本日ご苦労いただいた方々にお杯さかずきを差し上げたいがいかがであろうか」という提案がある。そして、杯を差し上げる人、いただく人、お毒味役といった人たちが指名され、上座に並ぶのである。ほかに「お肴さかなを出す人」という役も指名される。「お肴」といっても酒の肴ではなく、上座に並んだ人たちが杯のやりとりをしている間、「高砂」などのおめでたい謡うたいをうたう役なのである。

　私が参加した宴席は長野市仏教会の集まりだったのだが、このときの「お肴」役はなんと声明しょうみょう1をうたい出したのである。すると出席していたほかの僧もこれに唱和し始めた。近代的なホテルの宴会場が一瞬にして荘厳な寺院に変じたかのようであった。

　最後に万歳三唱で締めるのも「北信流」の特徴である。関東では三本締めが普通なので、これまた新鮮であった。

　あとでふと思ったのだが、『日国』の初代編集長が酒席でよく「ばんざーい」と叫んでいた。彼の出身は長野市だったから、あれこそが「北信流」だったのかもしれない。







	

１．（仏語。古代インドの五明ごみょうの一つ。文字・音韻・語法などを研究する学問が）転じて、偈頌げじゅなどを歌詠・諷誦ふじゅすること。法要儀式に応じて種々の曲が生まれ、また、宗派によってその誦法に種々の別を生じ、真言声明・天台声明・浄土声明などがある。梵唄ぼんばい。（『日本国語大辞典』） ⏎












「手締め」のやり方も色々ある


　前述の「北信流」で長野では「手締め」の代わりに「万歳三唱」を行うと書いたが、今回は「手締め」の話である。「手締め」とは、物事の決着や成就などを祝って、掛け声とともに大勢が拍子を合わせて手を打つことで、「手打ち」ともいう。一般的なのは「一本締め」で、これは、




　「よーっ（掛け声）シャシャシャン、シャシャシャン、シャシャシャン、シャン」




と手を打つやり方である。これを３回繰り返すと「三本締め」になる。この「三本締め」を本式とするところも多い。

　「一本締め」とよく間違えられるのだが、「一丁締め」というものもある。これは、




　「よーっ、ポン」




と、１回だけ手を打つものである。「ポン」のところがそろわないと何とも間抜けな感じになるので注意が必要である。




　ほかにも、私は直接聞いたことはないのだが、「大阪締め」というのもあるらしい。歌舞伎の『伊勢いせ音頭おんど恋寝刃こいのねたば』1を『日本戯曲全集』（１９２８年、春陽堂）で見ていたら、「ヤァ、しゃんしゃん、も一つせい、しゃんしゃん、祝うて三度、おしゃんしゃんのしゃん」というのが出てきた。これが「大阪締め」であるらしい。ただこの部分は現在では、親指と人差し指を打ち合わせて、「よよよい、よよよい、よよよいよい」と演やることのほうが多いようだ。この「よよよい～」は中村梅之助主演の時代劇「伝七捕物帳」で有名になったので、ご存じの方も大勢いらっしゃることであろう。







	

１．歌舞伎脚本。世話物。四幕七場。近松徳三作。寛政８年（１７９６）７月、大坂角の芝居で初演。同年５月、伊勢古市遊郭の油屋で宇治山田の医師孫福斎いつきが妓女お紺のことから仲居のおまんほか数名を殺傷した事件を脚色したもの。一夜漬狂言の代表作。（『日本国語大辞典』「伊勢音頭」の項） ⏎












①、（１）を何と読むか？


　私事にわたるが、十年以上も前から年に一度山形の庄内地方に出かけるのを楽しみにしている。ここは行くたびに何かしら新しい発見があるのだが、あるとき酒田市と鶴岡市に囲まれた三川町の役場の方々とお会いし、庄内弁の興味深い話をうかがう機会があった。

　三川町はかつて方言の魅力や文化を紹介した「全国方言大会」を町を挙げて毎年開催していた土地で（２００３年の第17回大会で終了）、「方言の里」を宣言するなど、町の皆さんは方言に対してとても強い関心をもっているのである。




　まず話題になったのが、標題にした「①、（１）の読み方」である。

　ふつう①②や（１）（２）は「まるいち」「まるに」、「かっこいち」「かっこに」と言うと思うのだが、庄内地方（山形県全体でも同じ）では、「いちまる」「にまる」、「いちかっこ」「にかっこ」と言うのだそうである。このような言い方は山形県限定のものらしい。

　なぜこのような言い方が山形で生まれたのか。あえて説明をするなら、これらの記号の筆順（？）は「１→○」「１→（　）」のように数字を先に書き、○や（　）を後で書くことが多いだろうから、書く順序から生まれた言い方だといえなくもない。

　だが、たとえそうであったとしても、山形県人だけが順序を几帳面になぞって言っている理由はやはりわからない。


関東で「恵方巻」を食べるということ


　近年、節分近くになるとスーパーやコンビニの店先で、「恵方巻えほうまき」という太巻き寿司の予約ポスターを頻繁に見かける。

　千葉県出身の私は、太巻き寿司は食べたことがあるが、「恵方巻」という名称は最近まで知らなかった。

　『デジタル大辞泉』（小学館）によれば、この「恵方巻」は関西地方の風習で、「節分の日に、その年の恵方を向いて食べる太巻き寿司。心の内に願い事をしながら黙って食べると願い事がかなう」というものだそうである。大阪では江戸時代からあった風習だそうだが、２０００（平成12）年ごろから全国に広まったという。どうりで子どものころ食べたことがなかったわけだ。

　「恵方」とはその年の縁起のよいとされる方角で年によって異なる。

　節分といえばまず思い浮かべるのは豆まきであるが、どうやら商魂たくましいスーパーやコンビニによって、関東の鬼もどこかに追いやられてしまったらしい。




　古くからある特定の地方で行われていた風習が、別の地方に伝わるということは、決して珍しいことではない。しかし発祥のはっきりしていたものが広がりすぎて、全国一律で行われるようになるというのはどこか不自然な気がしてならない。別に商売の邪魔をする気はないのだが、古くから伝わるその地方独特の風習は、その地方だけで息づいていてほしいと思うのは私だけであろうか。


沖縄で「やちむん」を買う


　趣味と実益（？）を兼ねて、各地のぐい呑みを集めている。先日も、仕事で沖縄に行った折に、那覇市内の「壺屋やちむん通り」で気に入ったものをいくつか買い求めた。

　「壺屋やちむん通り」というのは、沖縄の代表的な陶器である壺屋焼の窯元やお店が並ぶ一画である。壺屋焼は17世紀に琉球りゅうきゅう王朝によって各地に分散していた窯元を集結させたことに始まるといい、素朴な味わいをもった陶器が多い。




　ところで、この通りの名になっている「やちむん」とは何かというと、「焼き物」のことである。

　『お国ことばを知る方言の地図帳』（佐藤亮一監修、小学館）によると、陶磁器を表すことばの全国分布はセトモノ、カラツ（モノ）、ヤキモノの３つに大きく分けられる。

　関東人である私にはセトモノがなじみ深いのだが、このことばは北海道から近畿まで最も広い分布を見せている。中国・四国・九州にも点在しているのだが、おもしろいことに沖縄と富山・石川には分布が見られない。

　沖縄では何かというと、ヤキモノの変化したヤチムンが広く分布しているのである。ヤキモノはほかに中国西部、九州中西部、岐阜、三重などにも分布が見られる。

　カラツ（モノ）はというと石川、富山のほか、中国・四国や九州東部などに広く分布している。

　語の発生順序を考えると「土を焼いたもの」というそのまんまのヤキモノが最も古く、産地名が付けられたセトモノ、カラツ（モノ）が後ということになるのであろう。

　セトモノ、カラツ（モノ）の分布はその品物の流通範囲がわかっておもしろい。


滋賀で「うみ」といえば


　かつて近江と呼ばれた滋賀は、京に都があった時代には、中央にどんと構える琵琶湖の東岸に沿って、人々が慌ただしく往いき来していたような印象がある。

　その湖、琵琶湖だが、県域の約６分の１をしめていて、県内のどこにいてもその存在が意識される。以前、滋賀出身の朝日放送の名物プロデューサー松本修氏から、滋賀で「うみ」といえば「琵琶湖」のことで、それこそが滋賀の大切なお国ことばでもあるという話を聞いたことがある。第三高等学校（現京都大学）のボート部員だった小口太郎が作詞した『琵琶湖周航の歌』の出だしもまさに「われは湖の子」で、「湖」は「うみ」であった。

　大きな沼や湖を「うみ」と呼ぶのはかなり古く、『古事記』や『万葉集』にも用例が見える。

　また、「うみ」で特に琵琶湖を表すことも同様で、柿本人麻呂に、




「淡海あふみ乃の海うみ夕波千鳥汝なが鳴けば情こころもしのに古いにしへ思ほゆ」（『万葉集』３・２６６）




という歌もある。

　滋賀の旧国名「近江」は大化の改新のときに設けられたのだが、「淡水のうみ」の意味の「あはうみ」の変化した語で、中央に琵琶湖があるところからの名称だという。この「江」は川ではなく、湖のことである。

　少し前のことだが、「江ごう」というタイトルのＮＨＫの大河ドラマがあった。「江」は主人公の名前で、父親は北近江の戦国大名浅井あざい長政ながまさであるが、この「江」が近江から名付けられたのかどうかは、残念ながらよくわからないらしい。


蚊に“かまれる”“くわれる”どっち？


　ＳＮＳのフェイスブックをやっているのだが、あるときこんな書き込みについ反応してしまった。



　「完全装備で庭の雑草とりをしていたら、やはりやつらはすごい！　唯一カバーしていない鼻と目をひどく噛かまれた。もう、蚊は大大大嫌い。明日は会社に行けないぞぉ」



　本人には申し訳ないのだが、反応したのはその悲惨な体験ではなく、「噛まれる」の部分であった。というのも、「蚊にかまれる」という言い方は、千葉県出身の私は使ったことがないからである。千葉県人にとっては、蚊にはふつう「くわれる」ものなのである。だがこれもまた方言で、共通語は「刺される」なのである。

　この「蚊に噛まれ」た“友達”は京都出身の女性で、「かまれる」「くわれる」は、はっきりと東西対決の見られることばらしい。

　東京女子大学の篠崎晃一教授によると、「かまれる」は西日本、「くわれる」は東日本に多い言い方だという（『出身地（イナカ）がわかる方言』篠崎晃一＋毎日新聞社、幻冬舎文庫）。その境界は、京都・奈良・和歌山以西で「かまれる」が多く、福井・滋賀・三重以東で「くわれる」が多いという。ただし、西日本でも「かまれる」「くわれる」が併存する地域もあるとのことだが、東日本では「かまれる」はほとんど見られないという。京都・大阪・兵庫は特に「かまれる」が多い地域だそうだ。




　蚊は口の部分にある針で刺すため「かまれる」「くわれる」という言い方は納得できるのだが、蜂のように腹部に針のある昆虫に刺されたときもそれらの地域は同じように言うのだろうか。

　ご存じの方がいらっしゃったらぜひ教えていただきたい。


方言だとは気づかなかった「はぐる」


　本当は方言なのに話し手が共通語だと思い込んで使っていることばを、方言研究者は「気づかない方言」と呼んでいる。私は千葉県の出身であるが、東京に近い土地で生まれ育ったため、自分が使っていることばは共通語だと長い間思い込んでいた。

　ところがあるとき東京都新宿区出身の知人に、「それ、方言じゃないですか」と言われ、すっかり自信をなくしてしまった。

　それが「～はぐる」という言い方である。

　共通語の「～はぐる」は「～しそこなう」の意味で、「食べはぐる」「見はぐる」は、食べたり見たりする機会を失うの意味になる。

　ところが、私が「遅刻しはぐった」とか「死にはぐった」とか言うと、それは遅刻しそうになる、死にそうになるという、「あやうく～しそうになる」という意味なのである。

　このことばが方言であることを指摘した知人は筑波大学に進学し、大学のある茨城の人がやたら「はぐる」を使うのでかなり違和感をもったらしい。この「～しそうになる」の意味の「～はぐる」は茨城県だけでなく栃木県にも分布しているそうだ。

　思い当たるのは私の祖父母が、父方も母方も一方が茨城の出身者だったことだ。文字通り気づかないうちに受け継がれてきたらしい。


「×」の話


　日本語の文章では、文字以外の記号（符号）に何らかの意味をもたせて使うことが時々ある。そういった記号のひとつ、「×」を取り上げてみたい。

　「×」はもとより、同じように使われる「○」「△」ももちろん文字ではないのだが、まだ少数派ながら見出し語を設けて解説している国語辞典が出始めている。また、漢和辞典でもたとえば『現代漢語例解辞典　第二版』（小学館）では、「非漢字」という扱いでこれらの記号を解説している。

　『現代漢語例解辞典』では、「×」の読みは「ばつ」と「ぺけ」のふたつが示されている。「ばつ」と読むのは、「罰（ばつ）」、または「罰点（ばってん）」からとある。もうひとつの「ぺけ」はあまり馴染みがないかもしれないが、「関西などで『ぺけ』とも称する」と書かれている。中国語の「不可」からという説や、マレー語からという説もあるらしい。

　また、「×」の使い方として、「悪い評価を示す印として『○』と対をなす」と書かれているが、テストの採点の時に採点者が付ける、正解は○、不正解は×、半正解は△の記号がこれに当たる。




　ちなみに、早稲田大学教授の笹原宏之氏によれば、答案用紙の採点に使われる○×△の記号は、日本と、同じ漢字圏でありながら中国や韓国、ベトナムなどとでは、意味や使われる記号そのものがかなり違うらしい。万国共通だと思って使うととんだ誤解を招くこともあるようだ（『漢字の現在　リアルな文字生活と日本語』三省堂）。

　この笹原氏の著書は書名を「漢字の現在」としながら、漢字ではない記号にまで視野に入れ、なぜ各国でそうした違いが生じたのか文字学の観点から鋭く考察していて実に画期的である。日本語は、漢字、平仮名、片仮名だけでなく、記号までも文字として取り込んでしまう実に懐の深い言語なので、よくぞ文字以外の記号まで取り上げてくれたと思う。


最下位の意味の「ぺけ」


　関西では「×」を「ぺけ」と言うと前述した。だが、千葉県出身の私には「ぺけ」は別の意味のことばとなる。何かというと「最下位」のこと。「運動会の駆けっこでぺけになった」などと使うのである。

　東京女子大学教授の篠崎晃一氏によると、この意味で「ぺけ」を使う人は埼玉県に多いらしい（『出身地（イナカ）がわかる方言』）。『日国』の方言欄を見ると、関東では栃木県でも使うとある。私は千葉県北西部で生まれ育ったのだが、間違いなく周囲に「ぺけ」を使う人がいた。ただ、その人たちが元々の住民だったかどうかは残念ながら記憶にない。この最下位の意味の「ぺけ」が、関西で「×」をいう「ぺけ」と関連があるかどうかは不明である。

　ただ、私の場合、ふだんは最下位の意味では「びり」を使うことが多い。篠崎氏によれば「びり」は東日本に多い言い方ではあるが、全国に広がっていて共通語に近いという。ちなみに西日本では「どべ」が優勢だそうだ。

　「ぺけ」ばかりでなく、「びり」や「どべ」も語源は不明である。大槻文彦著の国語辞典『大言海』1（１９３２～１９３５年）には、「びり」は「しり（尻）の転訛てんか（＝なまり）か」とあるが、決定打にかける気がする。「どべ」は、「泥」のことを「どべ」というのだが関連はわからない。「びり」は「ビリ」と片仮名で書かれることが多いので新しいことばのようだが、『日国』によれば江戸時代から使われていたようだ。


　「ぺけ」「びり」「どべ」……最下位を表すことばは、何となく脱力系の語感があって、最下位とはっきり言われるよりも悪くないと思っている。これ以外にもこの意を表すことばはあるようなので、各地の出身者が集まったときなど、お互いの言い方を披露し合うと盛り上がるかもしれない。







	

１．国語辞書。四巻と索引一巻。大槻文彦著。編者没後、関根正直、新村出らによって完成。昭和７～10年（１９３２～１９３５）四巻刊。同12年索引刊。縮刷新訂版一巻、同31年刊。見出し語は約九八〇〇〇語。古語が中心で方言、近代語、外来語などを含む。同じ著者の『言海』を増補改訂したもの。（『日本国語大辞典』） ⏎












「がっつり」の北海道方言起源説に異議あり


　「（焼き肉を）がっつり食べる」

といった言い方をするかという調査が、文化庁の２０１１（平成23）年度「国語に関する世論調査」にある。結果は、「ある」という人が21・８パーセント、「ない」という人が77・５パーセント。だが、20代、30代に限ってみると、半数以上が「ある」と答えている。つまりこのことばは、比較的若い世代に広まっていることばであるといえそうだ。

　国語辞典での扱いはどうかというと、新語に敏感な辞典では掲載しているものも出始めているが、まだ登録していない辞典も多く、扱いはまちまちである。この調査結果を受けてのことではないが、やはり広く浸透しているわけではないという判断が働いているのであろう。調査結果もそれを裏付けている。




　「がっつり」は比較的新しく使われるようになったことばであるが、この語は北海道の方言が広まったものだという説がある。辞書でもインターネットで検索できる『大辞泉』は補注でその説を紹介している。

　だが、この説を全面的に信用するのはいささか危ない気がする。というのは、東京女子大学のの篠崎晃一氏による以下のような調査報告が存在するからだ。



　「『しっかり』の意味の『がっつり』は高知など四国での使用頻度が高いが、九州では大分だけが突出して高い」（『出身地（イナカ）がわかる方言』）。



　さらに、『日国』で「がっつり」を引くと、「がっつり食べる」の意味はないが、方言欄に「がっつり」が載っているのである。しかも、その分布地域は九州、沖縄に限られている。ただし、意味は「がっつり千円あった」などのように「ちょうど」「ぴったり」の意味や、「がっつり（がっつい）似ている」のように「実に」「本当に」といった意味ではあるが。

　北海道方言の「がっつり」の存在を否定しているわけではないが、九州にも「がっつり」という方言形は存在し、篠崎氏の前掲書のように九州、四国で「しっかり」の意味で使われるようになっているのである。北海道方言の成り立ちを考えると、九州の「がっつり」のほうが古いという可能性も否定できない。

　篠崎氏から直接聞いた話では、北海道の「がっつり」がどのような経路で広がったのかはわからないが、本来の「がっつり」は、「がっつり怒られた」のような「思いっきり」「こっぴどく」という状態を強調する意味だったらしい。




　文化庁が調査した意味の「がっつり」は、北海道方言起源説、九州方言起源説どちらをとっても、本来の意味とはずれがある。この意味の変化は「がっつり」と似た音形の「がっつく」や「がっちり」などの影響もあるのかもしれない。　

　いずれにしてもこの新しい「がっつり」の起源の解明は、軽々には結論を出さず、今後の研究に待つべきだと思うのである。


四国では入れることを「はめる」という


　愛媛県の松山市に行ったときのことである。タクシーに乗って運転手さんと愛媛の地酒の話になった。あいにくその運転手さんは日本酒党ではなかったらしく、あまり会話は弾まなかった。そこで、ふだん何を飲んでいるんですか、と聞いてみたところ、「ほとんど焼酎です」という返事が返ってきた。焼酎をお湯で割るのがお好みだったらしい。さらに、「梅干しをはめるとうまいんです」と付け加えた。



　梅干しを「はめる」？



　私の頭の中には、コップの口を塞ぐような巨大な梅干しが思い浮かんでしまった。

　もちろん、この「はめる」は「入れる」の意味の方言である。その晩、香川県の出身で、愛媛の方言にもくわしい愛媛大学教授佐藤栄作氏（日本語学）に会ったのでその話をしたところ、いろいろと興味深い話が聞けた。

　「はめる」は共通語ではぴったりと合うように入れ込むという意味だが、「コップに水をはめる」のように「入れる」の意味で使うのは愛媛だけでなく四国全県に見られるのだという。『日国』の「はめる」の方言欄には徳島県の「自転車に空気をはめる」という例文が紹介されているが、これもよく使う言い方らしい。また「はめる」は他動詞だが、これに対応する自動詞「はまる」も存在し「入る」の意味で使われるそうだ。たとえば「目にゴミがはまる」などのように。

　さらに、徳島県では「はめる」をとてもおもしろい意味で使っているということも教わった。それは、仲間に入れる、加える、という意味だそうで、やはり『日国』には徳島県の「トランプの仲間にはめてくれ」という例文が載っている。これもごくふつうに使う言い方らしい。

　「はめる」のように共通語と同じ語形でありながら意味の違う方言は数多く存在し、しかも使っている側はそれを方言だと気づかずにいる場合が多いそうだ。出身地の異なる人が集まったときは、そんな方言の話をすると盛り上がるかもしれない。


「じぇ！」って何？


　

　私はＮＨＫの連続テレビ小説が大好きである。２０１３年の『あまちゃん』にもすっかりはまってしまった。とにかく宮藤くどう官九郎かんくろうさんの脚本がすばらしく、朝から元気な気分になれた。

　芸達者な役者さんたちが話す字幕付きの岩手弁も心地よかった。第２回には、「じぇ」という方言について楽しいやりとりがあった。主人公の母がもらったメールにある、('j')/という顔文字の中の、アルファベットの「Ｊ」はなんだという話で、地元方言の「じぇ」だというのである。　

　ドラマの舞台は岩手県久慈くじ市。地元では驚いたときに「じぇ」と言うのだそうだ。何とも愉快な方言なので、いったいどこからきているのだろうかと調べてみたくなった。




　まずは方言も掲載されている『日国』を引いてみた。すると「じゃあ」という項目の方言欄に、「驚いたりとまどったりする時に言う語。おや。やあ。これはこれは」とあるではないか。だがドラマの中では「じゃあ」ではなく「じぇ」だったはずだ。そう思いながらよく読んでみると、「《じぇあじぇあ》岩手県九戸くのへ郡０８８」という異形が見つかった。地名はその方言の分布地域を表し、岩手県北東部で太平洋に面する現在の久慈市は江戸時代以降、九戸郡に含まれていたのでまさにどんぴしゃりである。ただし、発音は「じぇあじぇあ」と表記されている。実際に地元の人が言うと「じぇじぇ」ではなく、「じぇあじぇあ」と「あ」という音が聞こえることもあるのかもしれない。なお０８８という数字は元になった方言資料の出典を表していて、この場合は昭和11（１９３６）年に岩手県教育会九戸郡部会が刊行した『九戸郡志』という本によっているということである。

　この「じゃあ」だが、狂言に多く用いられた感動詞に由来しているらしい。『日国』には「其当りにすゑひろがりは御ざらぬか。ジャア。ここもとにも無いさうな」（虎寛本狂言・末広がり）という狂言の例が引用されている。「末広がり」は扇のこと。この「ジャア」は、驚いたり、失望したり、あざけったりするときに発する語で、様々な意味で使われる「じゃ」にかなり近い。




　なお、蛇足ではあるが、『日国』の「じゃあ」の方言欄をさらに読み進めていくと、「ちゃっちゃっ」という異形が出てくる。その分布は山形と高知とある。ここまで読んで、「あれか」と思った方も大勢いらっしゃると思う。そう、ＮＨＫの大河ドラマなどで坂本龍馬の口癖として有名になったあの「ちゃっちゃっ」なのである。思わぬところで岩手と高知が繋がってしまった。


「スコップ」と「シャベル」


　当然のことではあるが、辞典では細心の注意を払ってことばの意味を記述するようにしている。だが、そのようにしたはずなのに、刊行したあとで正確さに欠ける語釈だったと悔やまれるものがまったくないとは言い切れない。今回はそんなことばの話である。




　私にとっては、たとえば、２０００年～２００１年に刊行した『日国』第２版の「スコップ」という項目がそれであった。語釈の内容は実に簡単だ。「小型のシャベル」、これだけである。もちろんこの語釈のどこがおかしいのかとお思いになる方も大勢いらっしゃることであろう。だが、ちょっと待てよ、と思った私を支持してくださる方もやはり大勢いらっしゃるのではないかと思うのである。

　この語釈のどこが問題なのか。それは「スコップ」を「小型のシャベル」だと言い切っている点である。

　私は従来、「スコップ」のほうが「シャベル」よりも大きいと思っていた。

　個人的な経験でいうと、学生時代に手伝った縄文遺跡の発掘現場で、表土（遺跡の上をおおっている土層）をはぎ取るのが「スコップ」で、土器などの遺物が出土したときに周りの土を丁寧に取り除く小型のこて状のものが「シャベル」であった。

　だから『日国』の語釈は私とまったく逆なのである。『日国』を担当した者としては、うかつでは済まされないことである。50万項目すべてに目を通すわけにはいかなかったなどという言い訳も通用しないであろう。

　ちなみに『日国』では、「シャベル」は「土、砂などをすくったり、穴を掘ったりするための金属製の道具」と解説している。

　だが、なぜスコップよりシャベルのほうが大きいと思っている人間と、私のようにスコップよりシャベルのほうが小さいと思っている人間がいるのであろうか。その謎は『大辞泉』が見事に解き明かしてくれる。




　東日本では大型のものをスコップ、小型のものをシャベルといい、逆に西日本では大型のものをシャベル、小型のものをスコップということが多い。（以下略、「シャベル」項の補説より）




　つまり、『日国』は西日本型だったのである。

　このような東西の対立がある語の語釈は、どちらか一方の立場からではなく、両方に配慮しながら記述する必要があるものと思われる。

　だが、この「スコップ」と「シャベル」の扱いは辞書によって、西日本型か東日本型かバラバラなのである。お手元に国語辞典を複数お持ちの方は比較していただくとおもしろいと思う。


「物差し」を「線引き」と言うのはどの地方か？


　「方言チャート」というサイトをご存じだろうか。東京女子大学の篠崎晃一教授のゼミ生が篠崎教授の指導のもと、各地の方言のデータを集め、チャート形式で出身県を当てるというものである。

　このサイトの作成には私もいささか関わりがあるのだが、出身県（千葉県）がぴたりと当たったときには、さすがにうれしかった。

　実際に挑戦してみると、この方言を使うか使わないかで、次第に自分の出身県が絞られていくのが何となくわかるところがおもしろい。私の場合、千葉県に次第に近づいていく重要な分岐点が、物差しの写真が示されていて「この写真の文具を『線引き』ということがありますか？」という質問であるような気がしている。

　私は間違いなくそれを「線引き」と言うのだが、そんな言い方などしたことがないという方も大勢いらっしゃることであろう。篠崎教授と毎日新聞が共同で調査し結果をまとめた『出身地（イナカ）がわかる方言』によれば、「線引き」は静岡県で使われているという。もともと静岡県だけで使われていた語かどうかはわからないが、関東にもかなり広まっているようで、「方言チャート」ではこの質問によって関東の出身であると絞られていくような気がする。実際に私の知る限り唯一この意味の「線引き」を載せている『三省堂国語辞典　第７版』でも、「もと、東京・神奈川・静岡などの方言」と解説している。




　ちなみに「物差し」を「線引き」と言っているのは限られた地域だけかもしれないが、同じような意味で使われることばに「定規」があり、「物差し」「定規」は同じような意味で使われることも多い。だが、「物差し」は物の長さを測る用具で、長さの単位の目盛りがつけてあるのに対して、「定規」は物を裁断したり、線を引いたりするのにあてがって使う器具で、長さの単位の目盛りがついていないものが多いという点で異なる。


朝ドラで話題の山梨弁を『日国』で読む


　またＮＨＫの朝ドラの話で恐縮なのだが、２０１４年に放送された『花子とアン』で使われている山梨弁が話題になったことがある。

　

　まずは、驚いたときに発する「て」。これは『日国』で、「（「はて」または、「さて」の変化した語）驚きや感動の気持を表わす語」として、浄瑠璃『生写しょううつし朝顔話あさがおばなし』1（１８３２年）の「コレハコレハ結構なお扇子、ムム金地に朝顔、テ見事」という用例が添えられている。ただし、方言では「て」ではなく「で」と濁っていて、分布地域は参考にした資料から、「山梨県、南巨摩郡」となっている。すでにお気づきの方もいらっしゃるかもしれないが、同じく朝ドラの『あまちゃん』で流行した「じぇ」に近い語なのである。

　「おらのことは花子と呼んでくりょう」と使われていた「くりょう」は、「くりょ（呉）」で、「相手に物事を求めることば。ください。くれ。補助動詞としても用いる」とある。分布地域は全国にまたがっていて、「くりょう（くりょお）」を使うのは、やはり参考資料から「山梨県、静岡県、愛知県南設楽郡、香川県小豆島」であることがわかる。静岡県の「おんにも（僕にも）してくりょー」という用例も添えられている。

　「おはようごいす」の「ごいす」は、「ござる」から変化したことばで、丁寧語で、“あります、ございます”の意のようだ。「ごいす」の分布地域は、「青森県津軽、福井県、山梨県、広島県三次、山口県」である。

　「おっかあ早くいっけし（＝行きなよ）」の「し」は、「尊敬の助動詞『しゃる』の命令形『しゃれ』が『しゃい』となり、さらに『せえ』となり『し』と変化したもの」で、しかもこの語は、江戸の語だという。江戸語が地方に波及したのであろうか。この「し」の分布は、千葉県君津郡、石川県鹿島郡、山梨県、大阪府泉北郡などである。

　おもしろいと思ったのは、「じゃん」が出てくること。「じゃん」は横浜周辺で広まった方言と言われているが、それはけっこう新しく、静岡、山梨で使われていた「じゃん」が生糸の流通とともに横浜に広まったという説もあるので、こちらが本家本元だろう。分布地域は、東京都新島、山梨県、長野県上伊那郡、下伊那郡、静岡県志太郡などとなっている。




　最後にひとつお断りをしておく。番組によく出てきた、しっかりの意味の「こぴっと」だけが、『日国』にはないのである。

　『日国』だけではない。比較的最近刊行された、『都道府県別全国方言辞典』（佐藤亮一編、三省堂）や『出身地（イナカ）がわかる方言』にも、「こぴっと」は見当たらない。山梨の人にとって「こぴっと」は当たり前すぎて方言とは意識されないか、比較的新しい方言なのか、あるいは使用地域がかなり限られているのか、その理由は今ひとつはっきりしない。







	

１．浄瑠璃。時代物。五段。山田案山子（近松徳叟）遺稿、翠松園主人校補。天保３年（１８３２）大坂稲荷文楽芝居で初演。秋月弓之助の娘深雪は、宇治の蛍狩で宮城阿曾次郎と恋しあったが、のち縁談が起こり、その相手が阿曾次郎と知らずに家出、両眼を泣きつぶして流浪するが、やがて結ばれる。島田宿屋から大井川の段が、朝顔と名乗る深雪の悲恋を描いて名高い。（『日本国語大辞典』） ⏎












「谷」の音と訓


　今回はおのれの恥をさらさなければならない。

　発端は、「辞書引き学習」1開発者である深谷ふかや圭助けいすけ氏から、聞いたこんな話である。

　氏の小学校一年生のお子さんが、あるとき同級生とけんかをしたのだそうだ。その理由がまたおもしろい。けんか相手は「○谷」くんといって名字に「谷」という漢字を使っているのだが、その「谷」は「たに」と読むのだそうで、「ふかや」である「深谷」くんと、「谷」を「たに」と読むか「や」と読むかで口論になったのだという。

　すると二人はどうしたか。それがまたすごいのだが、一年生の二人は辞書を引いて決着をつけようということになったらしい。さすがは「辞書引き学習」の家のお子さんである。

　ところが手元の小学生向けの国語辞典を調べてみると、「たに」は辞書に載っていても、「や」は載っていない。けんかに負けた「深谷」くんは、家に帰ってからお父さんに、どうしてなのかと食い下がったのだそうだ。

　ここで私は正直に告白しておかなければならない。この話を聞いて、辞書に「谷」の「や」という読みが載っていないのは何かの間違いではないか、少なくとも漢字辞典には載っているはずだと思ってしまったのである。「谷」の訓は「たに」で、音は「コク」と「ヤ」だと思っていたからである。

　だが、常用漢字表を見ると、「谷」には訓の「たに」と音の「コク」しかないではないか。ここでようやく今まで自分がとても恥ずかしい誤解をしていたことに気付いたのである。

　私が生まれ育った関東地方では、「深谷ふかや」「渋谷しぶや」「四谷よつや」と地名の中で「谷」を「や」と読むのは当たり前のことである。だから、何の疑いもなしに「や」という読みを受け入れていた。

　ところが江戸中期に越谷こしがや吾山ござんが編纂した方言辞典『物類ぶつるい称呼しょうこ』2（１７７５年）には、「谷 たに 〈略〉江戸近辺にて、やと唱ふ 渋谷瀬田谷等也」と書かれている。つまり「谷」を「や」と読むのは、江戸近辺の方言だったらしいのだ。




　早稲田大学教授の笹原宏之氏の『方言漢字』（角川書店）には、「谷」を「たに」系で読む地名や名字が多い県と、「や」系で読むのが多い県とを表示したおもしろい日本地図が載っている。それによると新潟、長野、愛知以東の県はすべて「や」系である。笹原氏の話だとこの地図は、地名や名字の資料を基に作成したのだそうだ。

　ちなみに「ふかや」くんの出身地は愛知で、笹原氏の地図とも見事に一致する。けんか相手の「○たに」くんは関西の出身だそうだ。

　「谷」の読みがなぜ西日本の「たに」と、東日本の「や」とに分かれるのか、理由ははっきりしないようだ。関東地方で湿地帯を意味する「やと」「やつ」と関係があるのかもしれないがよくわからない。

　だが、たとえそうではあっても「ふかや」くんのためばかりでなく、少なくとも東日本では広く使われている読みなので、今後は小学生向けの辞書といえども何らかの記述をする必要があるのかもしれない。

　自分の無知を恥じつつも、ことばとは何と奥が深いのだろうかと思うのである。






	

１．辞書で引いた言葉を付箋ふせんに書いて、該当ページに貼っていく学習法。教育学者の深谷圭助が愛知県の公立小学校教諭時代に発案し授業で実践した。辞書を引いただけ付箋の数が増えるので成果が実感でき、子供はゲーム感覚で辞書を引く習慣を身につけることができることから、全国的な広まりを見せている。語彙の数を増すだけでなく、子供が自発的に学習する意欲を引き出す効果も期待されている。（『デジタル大辞泉』） ⏎





	

２．江戸中期の方言辞書。五巻五冊。越谷吾山（会田秀真）編。安永４年（１７７５）刊。各地の方言約五百項目四千語を天地・人倫・動物・生植・器用・衣食・言語の七部門に分類し、考証・解説を加えたもの。（『日本国語大辞典』） ⏎












横入り


　「横入よこはいり」ということばをご存じだろうか。並んでいる人の列などに横から無理やり入ることである。どちらかというと年齢の若い層に、よく使うという人がいるかもしれない。

　この「横入り」だが、実は新方言などと呼ばれる新しい方言だということはあまり知られていないのかもしれない。そのせいか、２０１４年のＮＨＫ大河ドラマ『軍師官兵衛』のせりふにこのことばがごくふつうに使われていて、驚いたことがある。

　それはこのドラマの見どころのひとつである秀吉軍の中国大返しの場面で使われていた。黒田官兵衛の息子の長政が、後に正室となる蜂須賀はちすか小六ころくの娘から、食糧配給の列に脇から入ってきたと勘違いされとがめられたときに、「横入りなどするか」と言うのである。

　もちろん私は、時代劇や歴史ドラマで使うことばをすべてその時代のことばにしろと言っているわけではない。そんなことをしたらドラマが成り立たなくなってしまうであろうことはよくわかっている。だが、「横入り」はいくらなんでも、新しすぎる。歴史ドラマとしてのせっかくのいい場面が、いきなり現代の若者を主人公にした別のドラマに変えられてしまったような錯覚を覚えた。脚本家はわかりやすさを重視したのであろうが、共通語としてはやはり「割り込み」であろう。




　「横入り」がいつごろ生まれたことばなのかはっきりしないのだが、『辞典〈新しい日本語〉』（井上史雄、鑓水兼貴編著、東洋書林）によれば、１９８０年代ころから使用が報告されている。同書によれば、神奈川の若い世代、埼玉・群馬や新潟の中学生、東海道沿線の若い層、中国地方、北海道などで使われているという。「新語が地方に先に普及し、東京が遅れた例である」ということだそうだ。ちなみに、千葉県北西部出身の私は「ずるこみ」と言っていた。これは同書によれば、東京都とその近県の一部に使用地域が限られるらしい。

　国語辞典での扱いはどうかというと、見出し語があるのは、『明鏡国語辞典』（大修館書店）、『三省堂国語辞典』などまだ限られた辞典だけである。前者は俗語扱い、後者は「神奈川などの方言」としている。

　横から入り込むというわかりやすい言い方なので、今後も使用範囲が広がっていくことばであろうが、古い時代にさかのぼれる語でないことだけは確かである。


本電子書籍はインターネット辞書事典サイト「ジャパンナレッジ」（http://japanknowledge.com/)の連載記事「日本語、どうでしょう？～知れば知るほど楽しくなることばのお話」を、一部加筆、修正のうえ、電子書籍化したものです。




注釈はすべて、インターネット辞書事典サイト「ジャパンナレッジ」より引用しました。
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